
こんなにいるの？外来危険生物 ”新しい敵が命を脅かす “

平成３０年度くまもと県民カレッジ主催講座(前期）健康コース

講師；環境省九州地方環境事務所

第五回（平成30年7月13日(金）14:00-15:40） 於パレア会議室１

取材を終えて；ヒアリやセアカゴケグモやアライグマなど外来種がもたらす実害や問題などについて、私たちの
身近に起こる話として分かり易く丁寧に解説され、受講生の皆さんにも深く伝わったようです。
“今回もご協力ありがとうございました。” （くまもと県民カレッジ広報ボランティア H K作成）

受講生の感想(アンケートから抜粋)

～ 実 は 身 近 な 外 来 種 問 題 ～

アクティブレンジャー 鳥越 遥氏
<熱心に講義を聞く受講生の皆さん>

・健康コースの内容は分かりやすいお話で有り難く思いました。感謝します。
・今回、県民カレッジに参加させて頂き、誠に有難うございました。
・講師の方の内容が素晴らしいと思う。知らない人との関わり方がなかなか難しい。仲間作りが
出来るようになるとよいと思う。

・初めての参加でしたが役に立った講座がありました。知識として知らないよりは
少しでも深く理解できれば地域社会、町の方々に何かの役に立つかと思います。

身近な外来種って、知ってますか？

ヒアリ ツマアカスズメバチ セアカゴケグモ アライグマ オオキンケイギク スパルティナ属

・秋の講座も是非参加したい。 配布資料が正確で役に立ちました。
・受講から得た知識を利用、活用し、快適な生活を送ることが出来て人生を楽しんでいます。
地域で自分ができる範囲でボランティア活動にも活用しています。

私たちは日々、
希少野生動植物
の保護、外来生
物対策などに取
り組んでいます。

コンテナ製品に
入り海外から来
る。毒針で人を
刺す。中～重症
なら直ぐ病院へ

樹木高所に営巣。
刺されたら毒を絞
り出し水冷。抗ヒス
タミン軟膏等が効く。

雌の体長約10mm
で体型丸く黒色。背
中に赤い模様。強
い毒持つので咬ま
れないよう注意。

狸との違いは長い
ふさふさした尾に黒
い縦縞。農作物の
食害、家屋屋根裏
の汚損被害など。

花は黄色コスモス
に似る。繁殖力強
く在来種生態環境
を一変させる特定
外来生物。要駆除。

白川・坪井川他で
確認。生長旺盛で
干潟生物の住処を
奪い生育範囲を拡
げるため駆除必要。

外来種とは？

侵略的外来種

外来生物

国内外の他の地域か
ら入ってきた生き物

国外から入ってきた
生き物⇒特定外来生物

外来種のうち地域の
自然環境に著しい影
響を与える生き物

外来種がもたらす被害・悪影響 ヒアリに刺されたら

外来種被害予防三原則

③農林水産業への被害⇒

①固有の生態系への被害・悪影響⇒

②人の生命・身体への被害⇒

捕食したり、餌を奪ったりして
在来種を駆逐してしまう。在来
種と交雑して雑種をつくる。

毒のある外来種に咬まれたり
刺されたりする危険がある。

農林水産物への食害や畑の
踏み荒らしなどで、収穫量が
減少する。

１．症状
●軽度⇒刺された部分の痛み・かゆみ
●中度⇒じんましん
●重度⇒呼吸困難血圧低下意識障害
２．対処
●慌てず、手で叩かずに振り落とす
●水で良く洗い冷やして様子を見る
●かゆみだけなら放置してもよく、半
時間の間に中～重度の症状でたら
救急車を呼び病院へ

もしもヒアリかな？と思ったら
市町村役場かヒアリ相談ダイヤルへ

（0570-046-110)

外来種のことを
知ろう １．入れない⇒悪影響のある外来種をむや

みに他の地域に入れない

２．捨てない⇒飼育・栽培している外来種を
逃がさない・捨てない

３．拡げない⇒野外にいる既存の外来種を
他の地域に拡げない

適切に防除しよう

外来種を見つけよう

Step１

Step２

Step３

ヒアリ

ツマアカ
スズメバチ

特定外来生物

外来種問題に
ついて考える


